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(23) 山城正司. 総論. 於：東京都品川歯科医師会 口腔がん検診講習会; 7.14,2022; 東

京. 

(24) 山城正司. 各論. 於: 東京都品川歯科医師会 口腔がん検診講習会; 9.16,2022; 東

京. 

(25) 中村真樹. ロボット支援膀胱全摘除術～早期回復、早期退院を可能にする周術期管理

～. 於: Intuitive; 5.25,2022. 

(26) 中村真樹. 当院での ERAS 導入のご紹介と mCSPC の治療戦略. 於: かがわ前立腺がん

フォーラム; 5.26,2022. 

(27) 中村真樹. Denonviller’s fascia 周辺と神経温存. 於: 第 3 回 Uro医者第 7世代の

勉強会; 5.31,2022. 

(28) 中村真樹. 進行性前立腺癌の治療戦略 あなたは〇〇歳だからＢＳＣ？ 於: 高齢者泌

尿器疾患を考える会; 6.3,2022. 

(29) 中村真樹. 進行性前立腺癌の治療選択～新規ホルモン剤の最近の話題. 於: 泌尿器科

セミナーin郡山; 6.9,2022; 郡山. 

(30) 中村真樹. 去勢抵抗性前立腺癌の治療戦略. 於: 第 2回城西泌尿器セミナー; 

7.22,2022. 

(31) 中村真樹. NTT 関東病院泌尿器科における低侵襲治療と地域連携の取り組み. 於: 第

4回千代田の南医療連携セミナー; 8.5,2022. 

(32) 中村真樹. 当院における低侵襲手術の取り組みと尿路上皮癌の最新の話題. 於: 第 5

回千代田の南医療連携セミナー; 9.20,2022.  

(33) 中村真樹. 解剖から理解する骨盤底手術を目指して. 於: Prostate Cancer Seminar 

in Tama; 10.12,2022. 

(34) 大澤まりえ. RAPN 後大出血 アンギオで止めきれなかった一例. 於: ヒラタ第 2回

LOVE IVR 女医会; 4.23,2022; web. 

(35) 鈴木正寛. e-learning の復習. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和ケ

ア研修会; 5.28, 2022; 東京(NTT 東日本関東病院). 

(36) 片山寿希. がん患者等への支援. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会; 5.28,2022; 東京(NTT東日本関東病院). 

(37) 鈴木正寛. 「疼痛アセスメントを振り返る ～より良き鎮痛を目指して～」. 於: 第

231回東京逓信病院学術講演会; 6.23,2022; 東京. 

(38) 鈴木正寛. 骨転移の痛みのマネジメント～神経障害性疼痛を含めて～. 於: 骨転移チ

ーム医療 Web Seminar. 第一三共株式会社主催; 10.24,2022; Web 開催. 

(39) 鈴木正寛. e-learning の復習. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和ケ

ア研修会; 10.29,2022; 東京(NTT 東日本関東病院). 



(40) 片山寿希. がん患者等への支援. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会; 10.29,2022; 東京(NTT 東日本関東病院). 

(41) 鈴木正寛. 全人的苦痛に対する緩和ケア. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対

する緩和ケア研修会; 11.19,2022; 東京(東京逓信病院). 

(42) 鈴木正寛. 当院緩和ケア病棟アップデート～今年度の緩和ケア病棟の統計や運営状況

を中心に～. 於: 2022 年度城南がん医療連携ミーティング. NTT東日本関東病院主

催; 11.22,2022; Web 開催. 

(43) 片山寿命. 緩和ケアチームの活動について. 於: 2022 年度城南がん医療連携ミーティ

ング(NTT 東日本関東病院主催); 11.22,2022; Web開催. 

(44) 鈴木正寛. がんについて学び考える. 於: 東京都立大森高等学校; 12.19,2022; 東

京. 

(45) 片山寿希. オピオイドと投与経路の選択と支持療法 ～より質の高い鎮痛をめざして

～. 於: がん治療サポーティブケアセミナー. 第一三共株式会社主催; 2.6,2023; 

Web開催. 

(46) 鈴木正寛. いち緩和ケア医にとっての死. 於: 第 45回金沢がん哲学外来オンライン

講演会; 2.19,2023; Web 開催. 

(47) 上島順子. がん患者さんの栄養サポート. 於: がんサポーティブケア Web Seminar; 

11.1,2022; WEB. 

(48) 御手洗幸子. がんゲノム医療の看護について、看護師が果たす役割. 於: 第 9回茨城

県がん看護セミナー; 11.19,2022; 茨城. 

 

<学術講演座長> 

(1) 渋谷祐子. 腎と高血圧～JourneyfromARBtoARNI～. 於: 高血圧×腎臓×ARNI; 

12.9,2022; 東京(WEB 開催). 

(2) 鈴木正寛. シンポジウム 14: 痛みの評価～現状を評価し、前に進む～. 於: 第 27回

日本緩和医療学会; 7.1,2022; 神戸. 

(3) 鈴木正寛. 優秀演題 7 分野 1「痛み」. 座長. 於: 第 27回日本緩和医療学会; 

7.2,2022; 神戸. 

(4) 鈴木正寛. 講演Ⅰメカニズムから考える痛みの治療戦略. 於: 痛みのマネジメント

Web Seminar. 第一三共株式会社主催; 10.20,2022; Web 開催. 

 

<インストラクター> 

(1) 寺谷卓馬. 処置のための腹部エコー講座. 於: JDDW2022 Hands-on Seminar; 

10.27.2022; 福岡. 


